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報告 1：歌謡からみる雲南の馬幇文化  

 

 雲南は古来より中国と東南アジアやインドを結ぶ交易において重要な中継地であった。

特に清末から民国初期にかけて、商品経済の発展による商品運送の需要が高まり、民営の

商業集団化した交易活動が急速に発展した。雲南での交易は山間地の盆地が中継地として

結ばれていたため、「馬幇」とよばれる馬や騾馬を用いたキャラバン隊が重要な役割を担

った。「馬幇」による交易は危険を伴い不安定であったが、農業のみの苦しい生活から脱

却する手段として魅力的なものとして捉えられ、多くの人々が交易に携わった。特に漢

族、回族、白（ペー）族、彝（イ）族、納西（ナシ）族、藏（チベット）族などの間で

は、「馬幇」による交易は経済生活に不可欠なものとなり、分業体系や家族婚姻形態、及

び民間宗教など、社会全般に影響を及ぼした。その後、1950 年以降の土地改革による社会

変化や交通の発達によって「馬幇」は必要性を失っていった。しかし「馬幇」が解体した

後も、現地の分業体系や家族婚姻形態には内在的影響がみられ、1997 年に報告者が雲南省

麗江地区で調査を行った際には、納西族の間で「馬幇」に関する多くの語りを聞くことが

でき、その後断続的に行った現地調査においても、婚姻家庭形態やジェンダーにおける

「馬幇」の影響を分析する重要性を認識した。 

 これまで「馬幇」に関する研究は、経済活動に関して歴史学的に考察したものが多く、

生活文化における「馬幇」の役割を考察したものは少ない。また時間の推移により、今日

では「馬幇」交易を経験した者も非常に少なくなっている。よって本報告では、これまで

採集、記録された「趕馬調」とよばれる「馬幇」の生活や感情を反映した「山歌」や「小

調（民間歌謡）」を取り上げ、その形式や内容を読み解くこと及び歌謡が持つ社会的役割

を分析することにより、１．歌謡形式や表現方法における民族的特徴と相互影響、２．貧

困、病、生死、恋愛に関する「趕馬調」歌詞と語りからみる生活の実態と民間信仰、３．

「趕馬調」と文化継承という３点から、「馬幇」の実態と文化的役割を考察する。 

 


